
印西市印旛地域包括支援センター

千葉県印西市美瀬1-25 印旛支所分庁舎

1　本年度の基本方針

２　職員体制

1名

一般介護予防事業

①生活支援・介護予防サービスの基盤整備の促進

②在宅医療・介護連携の推進

③認知症施策の推進

事　業　所 職　　　　　種 常　　　　　勤 非　　常　　勤

第一号介護予防支援事業（介護予防ケアマネジメント）

　　　　　土・日・祝

※緊急時には包括職員が持ち回り

で携帯電話を常に所持。

連携を取りながら対応している。

管　理　者

事　業　名

センター長（主任介護支援専門員）

令和６年度　事業計画

所在地

包括的・継続的ケアマネジメント支援事業

所　　管　　事　　業

総合相談支援事業

権利擁護事業

施設名

休業日

社会福祉士 1名

第２層生活支援コーディネーター 1名

合　　計 4名（１名兼務）

看護師 1名

印西市印旛地域包括

支援センター

（地域包括支援セン

ター）

主任介護支援専門員 1名（センター長兼務）



３　事業名

印旛地域包括支援センター

　【本事業のミッション】

　【令和6年度の取組目標】

　【重点目標】

　【施設・設備整備計画】

令和６年度は実施の計画はありません。

令和６年度事業計画

令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度見込 令和６年度見込

地域包括ケアシステムを推進する中核機関として、高齢者の心身の健康の保持及び生活の安定のため

に必要な援助を行う事により、保健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援する。

○高齢化、相談件数の増加の背景を理解し、地域性に合わせ困りごとを把握し解決できるよう関わ

る。また、民生委員や医療機関との連携により実態を把握して地域の困りごとに対して解決策を構築

できるようにする。

○認知症カフェや健康ちょきん体操など集いの場の利用を促し、住民が地域と交流を持つ事で閉じこ

もりを防ぎ、介護予防に繋げる。

○介護保険外で利用できるサービス等の周知を図る。

◆目標相談件数

■令和６年度　印旛地域包括支援センター委託料（２３，７５９千円）

① 人件費(4名) 20,115千円　② 事業費 2,969千円  ③ 事務費 1,905千円

④ 当期資金収支差額 3,095千円

◆利用者支援サービスの充実

○相談者のアセスメントを十分に行い適切なサービスが受けられるよう課題分析を行う。

○医療機関、民生委員等からの相談に対し迅速なアウトリーチ活動を行う。

○利用者の退院前カンファレンスへの参加など、早めの介入を行う。

◆コンプライアンス計画

○公的な機関として公正中立に事業運営を行う。

○個人情報の管理を徹底し、セキュリティにも十分気を付けながら日々の業務を行う。

○ハラスメントに関してセンター内で研修を行う。(年１回)

◆人材育成と職場環境の整備

○専門職の各専門性を活かせるよう職員の自己研鑽ほか、市など関係団体が主催する会議・研修会等

に積極的に参加する。

○職員数４人という少ない人数の職場環境で、昨年度職員の欠員期間の長期化、増え続ける相談対応

に追われ、各職員に対する業務量が増大したため、職員の健康管理に注視し離職を防ぐ。

◆受託事業の内訳

訪問件数 478件 245件 150件 170件

相談件数 5,683件 2,012件 1,082件 1,200件


